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ウラジーノレ投与による豚の肥育試験

菅原兼太郎・古寺雅美

１．日的

最近，農業技術研究所森本，高橋両氏．埼玉種畜牧場笹崎氏等が甲状腺機能抑制作用を持つ

Ｍｅｔｈｙｌｔｈｉｏｎｒａｃｉｌを使用して，豚の肥育試験を行い，その有効性が畷められだ。し

かしこれ等の試験に用いられた飼料はいずれも多種類左配合してあり．栄養的にも叉嗜好的

にもすぐれているから一般農家が用いている単味な飼料でも|司様な効果;iβ得られるかどうか

疑問なしとしない。本試験では藤田製薬会社の依頼により一般農家のそれに近い飼料を用い

て，該仕の製品「ウラジール」〔Ｍｅｔｈｙｌｔｈｉｏｕｒａｃｉｌ１７％含有）のHg官効果を鯛

ぺてみた。

Ⅱ、試験方法

イ）供試豚

生後６５ケ月，体重５０K,程度の去勢雄６頭を用い，最初３頭づつ試験区，対照区とした

が，試験後半に於いて対照区のうち２頭〔投与区と称する）にもウラジールを投与した。

詳細は次表の通りである。

照
区

［

註これら母豚は同腹の姉妹，叉父豚はいずれも星第３２テイプセルフイニオマン

ロ）期間

昭和３０年１０月２４日より同年１２月２２日迄６０日間

－３２－

区分 供試豚番号 母豚名 生年月日

試験区

No.６７

９５

９６

東２７－２９タキチドリ

東２７－２７タキチドリ

同上

３０４３

３０４６

同上

対照区

投
与

区

６５

６６

９７

東２７－２９タキチドリ

同上

東２７－２７タキチドリ

３０４３

同上

３０４６
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へ）使用薬品

藤田製薬株式会も1.提供の「ウラジール」を使用しﾌﾟ見本剤は不溶性の白色粉末なので韓合

食前に少量の煮熟甘藷に包み団子として与え再

試験区には同封の用量表に従って投与し，投与区には所定の半世を与えｶﾆ。詳細は次表の

通りである。

持つ

□し

;好的

うか

用い

:を調

１日当りウラジール投与並

属 ｉ’

陸
穐

申
・
夕

Ｆ１￣３４日⑰

二）給与飼料

供試豚に給与した飼料は次の通りである。

一J消化&蛋白質上衷輝

註１）ネオホスカルク，塩１％添加

２）栄養価値は分析表より計纂

一

マン 飼料は風乾量で日量試験区臓体重の）白｡乃至妬.対照区は笏乃至髭(但し鐘区は
最後琵盆迄減じ毎）を各個体の食慾に応じて給与し境
甘藷は生のまま細切し,薮，仕上劃康と共に水でb49j伏に練り。１日３回に分与した｡うz水

は慾するだけ与えたが．青物は時と与えたに過ぎない。

-３３－.

nnWi鰯鯨 －－▲－Ｆ▲

(註）２２日－３４日の間はウラジール投与中止

配合割合 栄養価値

麹 仕上麦糠 甘藷 可消化粗蛋白質 澱粉価 栄養率

２０％ ５０％ ３０％ ８３％ ５６９ １：４９

開
始
日

２
日
目

３
日
目

４
日
ｌ
ｎ
日

弱
日
ｌ
妬
日

幻
日
目

究
日
Ｉ
究
日

⑪
日
目

牡
日
ｌ
錘
日

娼
日
ｌ
旬
日

侶
日
ｌ
卯
日

列
日
１
ｍ
日

計

試
験
区

No.６７

９５

９６

1．０９

Lｏｇ

Ｌｏｇ

1.0

LＯ

２０

２０

２０

２０

２５

2５

aＯ

ＬＯ

1.0

２０

２０

aＯ

ＬＯ

3LＯ

ａ５

２０

ａ５

３５

310

3L５

７６５

６８０

８６５

投
与
区

対
照
区

６５

６６

９７

Lｏｇ

1.ｏｇ

L５

1.5

２０

２０

２Ｔ５

２７５
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＝ホ）其他の管理

1頭’豚房〔９尺平方）に収容し，１日１回掃除し，ＩＦ〔わらをかえたｂ垂:iは制限した。
&、

試験開始前１５日間予備試験期を置き，試験飼料に馴れさせ，全供試豚の駆虫を行った。

へ）体重測定

１０日毎及び３７日，４４日の計９回体重詞B造を行い，肥育効果及び副作用を検討した。
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Ⅲ試験経過

試験開始’０日頃から試験区は－体に肥満しだしたが同時に食慾減退を示すようになった。

其後食慾低下箸しく癸需は殆んど止まったため，一応２１日でウラジール投与を中止しﾌﾟﾋ。
ご’

２５日から食慾は回復し始と！)，ｉ本重も増え出したので３５日〔９５号は３８日）より投薬を

再開したが，４０日頃から叉極端な食慾低下があらわれたため，４４日目でウラジール投与

を終了し境しかし,以後の食慾回復,発育は共に不良であった。

一方対照区は９７号の２１～３０日の期間発育が精々不良であった外は，概して食慾旺盛，

発育順調であった。４５日より９７号を除く２頭（投与区）に所定の半赴のウラジールを投

与したがり５３日〔投与開始９日）より食慾低下を示し，５０日～６０日の期間発育もかな

り不良であった。

４
合
一
．
。
ｂ
へ

粋
．
｜
霞
匡

零

（

ｔ

（

１Ｖ試験成綾

イ）発青

試験開始後１０日迄は殆んど差はなく，１１日～２０日の期間に，試験区は始めて著しい

食慾低下を示し，又体重増加童は対.照区に比し非常に小であった。〔対照区の２４６％）

投薬中止期間には体重増加はやや大となり〔対･照区の７８％），食慾回復と平行していた。

投薬再開後は食慾低下かすぐ詞つれﾌﾟこのにかかわらず，艸重増力１１はそれ程低下せず，（対

照区の６４．７％）むしろ投薬惇｣１銭の増加量がﾉﾊであった。〔９７号の５０６％）＿

４５日よりウラジール投与を始めた投与区城約１０日後より食慾低下を示し，５１～６０

日の測澗発育は０７号の５０％であった。

結局４４日迄の発育は対･照区に比して，増体重で３ｺ０％，増|本率で３２６％劣った。又

６０日間では９７号に比し,増体重で２１．８％,増体率で２６５％劣った。

詳細は次の通りである。

＃

（

＃

（⑪

ガ

－３４－

勺一千

し
岬

Ｉ?
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発育状況

ししだ。

了った。

↑した。

こった。

土穐

:投薬を

･ル投与

;旺盛，

-ルを技

｢も力鄭江

｜‐「‐‐ｌＪｎ１ｌ
｜‐‐‐‐‐ｌ‐‐’一

g著しい

し６％）

.・ていた。

f９，〔対

'1,81

k日￣
1～６０

ﾌた。又

－３５－

が

▲

、-,

ご】

畠■＄●ﾛ

←

試験区

No.６７ ０５ ９６ 平均

対照区

投与区

６５ ６６ ９７ 平均

備考

試鐘開始時
町

５０５
K,

４９９
1０９

５２１
lＰ

５０８
K,

５２１
K，

５３L５
K’

４Ｚ８
K９

５Ｌ１ 試戯区投薬開始

１０日 ５６８ ５４３ ５Ｚ９ ５６３ ５８２ ５１８ ５Ｌ７ ５６６

２０日 ５８８ ５４．７ ５９８ ５Ｚ８ 6４６ 6６０ う６６ ６２４ ２２日より試ild羽慾E1ml二

３０日 ６Ｌ３ ５６２ ６２３ ５９９ ６，６ ７０９ ５８１ 6６２

３７日 ６４．７ ５９４ ６５L４ ６ｺ２ ７３１ 7４．４ ６０７ ６９４ ３５日より67196号投薬再開
38日より９５号投薬再開

４０日 ６日８ ５９８ ６６６ ６４１ ７４９ ７６０ ６２１ ７ＬＯ

４４日 ６Ｚ７ ６０３ 6８４ ６a５ ７Ｚ１ ７Ｚ８ ６４．０ ７ｺ０
試鹸区も
伍日より 投薬鯛始

５０日 ６８７ ６Ｌ４ ６９３ ６fi5 ８０２ 8０３ ６６３

６０日

（終了日）
7２０ ６４２ ７Ｌ９ ６９４ ８２８ ８３０ ７１．６ 投与区投薬終了

４４日迄の
増体重

(指数）
、

１

６２０ 、

、

2戯

1００

増体率

(指数）

、 ２８‘

６２４

、 ４２ #

:１００

６０日間の

増体重

（指数）

増体率

〔指数）

２１資

(903）

４ 鑓

(85L5）

１４３

(601）

２８７

ＧＺ６ｊ

1９８

〔8a2j

3８０

(7Ｅ３：

1８６

(7ＢＺ

３６６

(7a5ｺ

３０７

(1２９０

5８９

｢1183

２９５

)(l23q

５５．１

)(1106）

２

(１０〕）

４９８

(100

（
１

指数はいずれも

９７号を１００とする。
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各期間内１日当り体重増加量 OS●

8０

が可｡
◆L▲

心可

７０

6０．

ヨー６０上

９
－

Ｋ
列
体
重

＝

ｉｉ

Ｆ
Ｆ
で

備
考

－３６－

試験区

No.６７ ９５ ９６ 平均

対照区

投与区

６５ ６６ ９７ 平均

備考

開始日－１０日

１１日－２０日

９

６３０

２００

９

４４０

４０

９
５８０

1９０

９
５５０

１４０

９
６１０

６４０

９
６３０

６２０

９
３９０

４９０

９
５４０

５８０

試験区

第１回投薬鋼

２１日－３０日

３１日－４０日

４１日－５０日

２５０

４５０

２９０

１５０

３６０

1６０

２５０

4３０

２７０

２２０

４１０

２４０

５００

５３０

5３０

４９０

５１０

４３０

1５０

4００

４２０

３８０

4８０

、
５１日－６０日 ３３０ ２８０ ２６０ ２９０ ２６０ 2７０ ５３０ 、 投与区投薬中

２１日－３７日 ３５０ ２８０ ３３０ ３２０ ５００ ４９０ 2４０ ４１０
試殿区投薬中止期
'''１

３８日－４４日 ４３０ 1３０ ４３０ ３３０ ５７０ ４９０ 4７０ ５１０
試験区
刈間

第２回投薬

４５日－５０日
～
～
～
～

５２０ 4２０ ３８０ 、 投与区投薬中

４５日－６０日 ２７０ ２４０ ２２０ ２４０ 、
、

４８０ 、
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知
日
目

－
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日
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Ｉ
知
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目

１
列
日
目

Ｉ
勿
曰
目

１
，
日
目

ｌ
ｎ
〕
【
ロ
ロ
ロ

Ｌ
試
験
肉
喧
臼

‐
令
日
日
投
与
ご
投
薬
宮
箔

１
軒
Ｂ
目
試
験
二
殺
秦
簿

－羽日目裡忽鋒桑尋開叩
Ｉ主日目鑛液尹蕊楽一再開

１
．
日
目
隷
露
ご
肴
琴
蒙
塵

臓
考
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各期間内１日当り飼料摂取量

対照区区分及び

、(l辮Ｍ１〔
区分及び

、(l辮Ｍ１〔
試験区

投与区

I57-l
Fi京’
'2401

鯛131区分鯛131区分

開始時－１０日 試験区藷１回

投薬期間
１１日－２０日

２１日－３０日

３１日－４０日

４１日－５０日

投与区投薬中５１日－６０日

’
試験区投薬中止期
間

２１日－３７日

試験区議２回投蕊
期間一

３８日－４４日

■■．犀、、■
１８８２１１２０４百

投与区投薬中

ＦI

－３８－

戸も

醒目心
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己式⑰

6.ｈ,1
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６０日間の飼料利用状況

利用指数で

二はかなり回

し１％），役

勺

１２５２１Ｎ,

１２６７７１０日でかな

層
l６Ｌ６３ １１１５ﾌﾌﾞﾋﾞ。６０日

４４日迄の飼料利用状況（両区平均）

第１回

葉期間
各期間内飼料利用状況〔４４日迄）

謝始H４Ｆ－ｌＯＥ
投薬中
＝－－－￣￣

投薬中止期

露２回投薬

投薬中

－３９－

曇
＝､三丁一一一一.~'‐￣▽,．

区分及供試豚Ｎｏ． 総摂取量 同左指数
1町増体に
した飼料量

要
飼料矛Ii用指数

試
験
区

No.６７

９５

９６

平均

l２５Ｌ２１ＮＰ

１１日２９

１２６７７

１２２４２

８６１

７，３

８Ｚ２

８４２

ａ８２１ＱＰ

８０６

６４０

６５８

１０ｺ２

７ａｑ

９日６

９ａＯ

iill薑
６５

６６

区９７

１６Ｌ６３

l６５ＬＯ１

l４ａ３５

１１１．５

】l３Ｌ５

１００

5L２６

5L５０

６１２

１１６３

１０１５

1００

総摂取量 同左指数
１１０，増体に要
した飼料量

飼料fIj用指数

試験区 ９１．１９K９ ７z４ ６２０１０７ ８６８

対照区 l１Ｚ７６ １００ 5L３８ １００

試験区

lNFj曽Izkに
した飼料並

要 飼料和
用指数

対照区

要 飼料利
用指数

・傭考・

開始時－１０日

１１日－２０日

４６４Ｋ,

１２９８

１０１７

３ｺ９

４７２K，

4．４０

１００

1００

試験区
篇１回役薬期間

２１日－３７日 ａ８３ l１ＬＯ ６４７ １００ 試月ｉｔ
間

区投薬中止期

３８日－４４日 6１８ ８４．１ 5L２２ １００ 鰯
区第２回投畳麗
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森
各期間内飼料利用状況（４５日以後）

沼旧

森
笹
田

註４５日－６０日：投与区投薬期間

Ｖ結論

以上の成績から考えろと，ウラジールはたしかに食慾を低下せしめ，肥満体型を作る効果は

あるが。発育を著しく阻害するからこのままでは実用に適さないと思われろ。

賦験終了前１６日間にわたり．対照区の発育順調な２頭に，所定の半量にウラジールを与え

てみたが，股後の１０日間では，食欲．発育，飼料矛Ｉｉ用性、低下をきたした。

この２頭は投薬開始時２０〆を超えていたのに試ＨＨＸと同様の経過をとっているから，従来

云われていた，１２～１３〆の若豚には副作用がつよいが２０〆近いちのにはそれ程悪影響

はなく，よく目的にかなうという説は，本試験では全く通用しないように思われろ。

結局主成分のＭｅｔｈｙｌｔｈｉｏｕｒａｃｉｌの有効性は問題ないと式剛ま，ウラジールの純度．

使用飼料の２点が問題となろう。

使用飼料について考えてみ蚕と，

イ）比較的単味である。

ロ）甘藷は生だから煮たものに比し味が悪い。

へ）動物蛋白は皆無であるから栄養学的に不良である。

この結果食欲低下をきたした時，そねこ拍車をかけたと思われろ。しかしながら対照区は試

験期間を通じて概して食欲旺盛，発育順調であったから．問題は必ずしも飼料のみでないよ

うに思われろ。

Ⅵ文献

－４０－

Ⅳ

試験区

体に要
科辻

飼料利

用指数

対照区

投与区 ９７号

1Ｋ,増体に要
した飼料丑

飼料利
用指数

1K，増体に要
した飼料量

飼料利
用指数

４５日－６０日 ８３６K， ６ｺ４
～
～ 貝３０１０， １００

４５日－５０日 ６１０１Q, １０２６ ６２６ １００

５１日－６０日

、

９８４ ４９６ 4．８８ １００
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